
日時： 2016年６月２５日（土）１４：４０～１６：３０（１４：３０開場） 

場所：名城大学 天白キャンパス 共通講義棟北１階 １０２ 

講師：平山恵先生(明治学院大学平和研究所) 

『シリア紛争と私たち』 

東海在日外国人支援ネットワーク(TOMSUN)講演会 

2011年3月以来、480万人以上がシリア国外に逃れ難民となり、国内避難民は650万人を超
えました。チュニジアに始まる「アラブの春」の流れと捉える場合、他のアラブ諸国の動乱は
約半年で終息したにも関わらず、「アラブの春」が遅れてやってきたシリアは、今も戦闘状態
が続いています。 
なぜシリアの紛争は終わらないの？ シリアの人々の声は？ シリア紛争と私たちの関わりは？ 
私たちと難民や国内避難民、ＩＳ及び欧米や日本との関係について、2012年からヨルダンで
聴いてきたシリア戦争下の人々の声の紹介と共に平山恵先生にお話いただきます。 

 講師 プロフィール 

平山恵（ひらやま めぐみ） 国連欧州本部、「WHO」（世界保健機構）、NGOアーユス、筑波大学勤務を経て、
現在明治学院大学平和研究所、シリア支援団体サダーカボランティアスタッフ。 
1980年代にイランイラク戦争に関わり、内戦のニカラグアを歩き、1990年代には、湾岸戦争後の経済制裁下の
イラクで調査を行い、ルワンダ内戦で難民キャンプから戦後復興に関わり、2006年からはシリア、そして2012
年からはヨルダンでシリア紛争の犠牲者の声を聴いている。 
最近の研究業績 
著書  「正戦」を超える「非戦」日本の貢献― シリアから考える 『終わりなき戦争に抗う：中東・イスラーム世界の平和を
考える10章』 第1章、2014年２月、新評論 

東海在日外国人支援ネットワーク（TOSMUN） 
名古屋労災職業病研究会内 
TEL/FAX 052-837-7420 

会場へのアクセス 

名城大学天白キャンパス 
名古屋市天白区塩釜口１－５０１ 
 
地下鉄鶴舞線「塩釜口」駅下車 
１番出口右徒歩４分で正門へ 
正門よりまっすぐ坂を上ってください 


